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プラウド六甲赤松町

「プラウド六甲赤松町」

「六甲」駅徒歩5分。

閑静な第一種低層住居専用地域に誕生。

※モデルルームは「ザ・六甲レジデンス」とは別会場となります。詳しく(ざ下記までお問い合わせください。

〈プラウド六甲赤松町〉

丁H巳RO聡〇
八たくiし)巨N C量

「ザ・六甲レジデンス」

「六甲」駅徒歩3分のランドマークレジデンス、誕生。
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然るべき地に、然るべき名邸を。
くず・六甲レジデンス〉

時業主〈売主〉

lnノ野村不動産

㊧肯申工務店

□お問い合わせ「プラウド六甲赤松町」準備室

画0120・668・255
◎桃簡噂話iPHSからも適格できます。

◎営巣時間/午前10時一午後6時(火・水雌日定休)

WWW. P-rOkko 3 6. com

草菜主く琵主〉i販宛提携〈代理〉

′‡ノ野村不動産
事業主〈宛主〉

W和田興産親

□お問い合わせは六甲マンションギャラリー

画0120・353・650
㊥鵜常時話・PHSからも通話できます。

⑨営業時間/午前10時一午後6時(火・水曜日定休〉

蒜・6与0-P・COm

※掲服の完成予想図は肢計国利こ基づき作成したものであり、滋計・形状・仕様等については、竣工時に変更になる場合がございます。尚、竣工時の植栽は剛縁程度には成長しておりません。予めご了承ください。
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メンバーシップの理由がここにある。
平均区画面積約512m2(約155坪) 、

全187区画の選ばれし人だけのソサエティの街

工手千二二迫 蕊霊地- -

窒素這

予定販売価格帯2,800万円台/400.2揖(120.60坪)へ
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圏等豊葦ノ′′′′’ノむへ、看

脊蓬略畦で葦離間窪紡肝

国語
笠

富-一鞘鷲叢喜

神戸電鉄有馬線「箕谷」駅から

鰯営「三宮」駅へ13分

姉葛「神戸空港」駅へ29分

醐戸線「大阪」駅へ34分

三宮へ車で約嶋分(約l。km)

神戸空港へ車で約29分(約1軸
※車利用の際、大阪市内へは阪利高速生田川出入口を利用。 ※車での所要時間

は、時速的血重lで走行した場合の慨測時間です。 ※雌車の所要時間ま日中平常時

のもので時間制こよって異なります。また、所要時間には、乗り換え時間は含まれ

ておりません。 (2007年7月現在)

●所在地/神戸市北区柏尾台1他●交通/神声栢鉄「箕谷」駅より市バス約5

分、 「大滝口」停留所下草徒歩11分●地域・地区/市街化区域、第1稲低層住

居専用地域、柏尾台地区計画区域●延べい寧/40%●容積率/80%●地目

/宅地●総区画数/187区画●開発面舐/把726.79●プライマI) -メンバーズ

予定販売区画数/16区画(プライマリーメンバーズにおいでは、一般分課に先

駆け優先分談を行います。予めこ了承ください。) ●販売価格/未定●予定販

売価格帯/2,800万円台(400」21 )へ5,600万円台( l.014.71 ) ●板小、穀大区画面

積/40021へ1 ,O14.71 ●平均区画面舐/51 L32●私道負担/なし●開発工事

検査済証/第3208号(平成4年10月21日) ●宅地造成工専検査済証/窮4-143

号(平成4年10月21日) ●林地開発行為工事完了確認証/第6・16号●売主/

株式会社ゼクス国土交通大臣(2)第6112号(〒粥0-0003大阪市北区堂島1丁

目6番20号堂島アパンザ7F TEL06互797-3103) ●売主/健商住宅開発株式

会社大阪府知事(2)第4鎚59号(〒紳2-0081大阪市中央区南船場2丁目10番

27号IRAZU工T:BLDG7F TEL06i5245-501 1 ) ●砥気/関西他力●ガス/大阪

ガス●水道/祁戸市営水道●排水/公共下水道●道路/幅員4mへ10m (車

道・区画街路部分アスファルト舗装、歩道部分:ミッドランドブリックス舗装、コミュニ

ティ道路部分インターロッキング舗装) ●六甲倶楽部入会金(一括) /1.260.000

円(消費税込み)●年会欝/秘3,100円(消覧税込み)

謂z巳CS
株式会社ゼクス 篤農誤諾
驚転柵あi冊… 謹清浦㍗ …皿o面

詰㌢7羽黒墨書誉霊∴∴∴謹言誓書霊笠晋岩盤

慧器料四 書鰍課) 号離脱籍盤謹租

怠犠悪紫社9讃豊予競蒜鷲警

六 甲

柏尾台
照OK嶋O K∧§用OD∧)

匿三二二

「六甲柏尾台」 建築条件なし宅地
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マンション管理組合も

加入できるようになりました!

●自然災害によって被害を受

けたマンションを建替・再建・

補修した場合…負担金年額

2,400円/戸で最高300万

円/戸を給付

●管理組合の管理者等が、マンション共用部分に

ついて1棟単位で加入・一括給付

喜〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇°“““〇〇〇〇〇°“〇〇〇〇〇〇〇〇"〇〇〇〇〇〇〇〇°“““““○○,

!これまでどおり、住宅を所有されている方も共!

雪清に勤Ⅱ入いただけます!負担金年額5,000円;

呈/戸で最高6〇〇万円/戸を給付 !

〇
〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇°〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

2008毎春、日本最大のお菓子の祭典がやって来る!

第25回全国菓子大博覧会・兵庫

姫路菓子博2008
ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

会期二平成2〇年4月18日(金)-5月1 1日(日) 【24日間】

A,M.9:30-P,M葛5:30

会場:姫路城周辺
〈姫路城完成40〇年目世界文化遺産登録1 5周年〉

美和・洋温子搬入のコラボレーションによる=iへい「雄略城」が登場

【テーマ館】

お菓子で出来た栢密な姫路城と大名行列

【全国工芸菓子鯖「和と洋のシンフォニー餓」 】

兵庫の和菓子職人と全国の洋菓子暇人による
和・津の工芸菓子の展示

【全国工芸寛子蝕「和の匠蝕」 】

全国の和菓子職人の美意識と技の集大成
「山水花鳥風月」を表現した工芸葉子の展示

味=不全Iilか中正すられた用11ル)f名*やスイーツが坊用い

【日本縦断!お菓子めぐり館】

見て、食べて、買つで日本全国の有名なお菓子か大集合!

【夢のスイーツカフェ】

パティシ工の実演を見なから、
色とりどりのオリジナルスイーツが食べられる!

【野点庭園「衷心庵」 】

新緑に映える姫路城を眺めながら、

お茶と和菓子が味わえます。 日本縦断!お菓子めぐり鍵

㊧l彊羅調
姫腰千僧

正二k諾しくはWEBサイトをご覧くださいo
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胴揃南陽閣

第9回『文化講座』仕事と暮らし
私は学校を出てからずっと、仕事をして来ました。男女平等でない時代から見えない差別とぶつかって来ました。何度か、もう

辞めようと思いましたが、続けて来て良かったと今思えるのです。今私の中で仕尊と暮らしは同じ線状にあり、他車をしていること

が私の幕らしで種良いバランスを保ちつつ楽しんでいます。

日 時: 6月18日(水)10:30一職:00

受 付: 1階ロビー(10:00へ)

会 場:兵衛向陽閣 9階 衆楽の間

子や十
l ’′

了
‾・

し書

会 費: 8,500円(職員料、昼食、税サ込)

定 員: 100各様(予約制)※定員になり次第締切らせていただきます。

試演者:前田ひろみ(いちだひろみ)

重役秘書としてのOしをスタートに女優、美容師などを経て、現在は服飾評論家、エッセイスト、大学諦師、日本和装

師会会長を務める。晋家としても活躍。舌戦寅会で日本中を駆けめぐるかたわら、世界の民族衣装を求めて膨大なコレ

クションを持ち、日本各地で展覧会を催す。テレビCMの“お茶のおばさん’’としても親しまれACC全日本CMフェスティ

バル賞を受賞。平成13年厚生労働大臣より菟付技術において「卓越技能者表彰」を受賞。平成17年経済産業大

臣より「伝統的工芸品産業功労者表彰」を受賞。

(三つの起きの異なった大浴場が装いを新たに-昨年オープンしました。ごゆっくりとご堪能ください。 )

-ご予約・調い合せは場 078営904“0501
(10:00へ工7:30)

予約専用ダイヤル
O120-400回489
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「 965年神戸市生まれ。 「 988年武蔵野美術大学工芸工業デザイン

学科卒業。主な展覧会に「六甲アイランド第と回現代アート野外展」六

甲アイランドマリンパーク(1 994)、 「美術館の夏休み 手のなかの

できごと」芦屋市立美術博物館(1 997)、 「VOCA展i99 現代美術

の展望一新しい平面の作家たち」上野の森美術館( 1 999)、 「日本の

新進作家VoI.3新花論」東京都写実美術館(2○○4)、 「ゆっくり生き

る」芦屋市立美術博物館(2○○8)ほか多数。京都造形芸術大学の宮

本亜門プロジェクト「Hi,若仲」トークショーに出演(2○○6)。 「 997

年、第26回ブルーメール鎧受賃。

そ

し

て

小
さ

な

光
を

宿
し

て
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た

「ぶどう あおい実」20O4年(1 7.2×1 1.7cm)

上し案「七アート・レジェンドでもl。寄

書e茎e量案回

赤帽みま

「旅 風景一水晶」

ゲル夕は暗闇の中にいた

ある日

夢の中に-角獣が現れた

その白い光に導かれて旅にでた

あらゆる困難の元

さまざまな風景の中を歩いた

水晶の森

塩の山

炭の洞窟

月光の下

滝の門

セージの林

孔雀の住処

そして

太陽の元に辿り着いた後

目覚めた

ゲルタの心をみてみると

-点のよどみなく澄みきっていた

そして小さな光を宿していた

それから

ゲルダは道しるべとなった

暗闇を彷省皇う

すべての旅人を導くために
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「風景一水晶3」 2007年(49×390m)イルフォクロームブノント

「光」を表現するために、写真と

いう手段を選んだ赤崎。制作にはコ

ンピュータを使用せず、現実に存在

するものを撮影。色彩が鮮やかで、

独特の質感をもつイルフォクローム

プリント(旧名称チパクロームプリン

ト)で仕上げている。

近年では、蓮やざくろ、ぶどうなど

身近な静物が、暗闇の中に浮かび

上がる写真シリーズを手がけてい

る。暗闇の中で静かに光を放つ水晶

をモチーフにした新作のテーマは

「浄化」 。
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石阪春生「花模様の梅子〈女のいる風景〉」2○○0年40S
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28

34

田園喜

生涯、神戸
神戸に住む

「デザイン都市・神戸」をめざして

座談会

矢田立郎(神戸市長)

安田丑作(神戸大学大学院工学研究科教授)

杉山知子(美術家・C.A.P.代表)

小西実額(小西美鶴意匠室)

角田嘉宏(弁理士・特許業務法人有古結託事務所所長)

鈴木正幸(近酸大学豊岡短期大学教授)

高田昇(立命館大学政策科学部教授・COM計画研究所代表)

すまいるネット

学校法人カネデイアン・アカデミイ

新校舎初公開!

第1 7回神戸っ子賞

第36回ブルーメール賞

AR丁LEGEND/旅 風景一水晶:赤噛みま

FRONT ART /石阪春生

CON丁EN丁S

42

46

50

52

54

55

56

58

今年で操業80周年 アサヒビール西宮工場へ行こう!

神戸イベントニュース

ひょうこの文化施設めぐり/兵庫県立「奇跡の星の植物館」

アニー・キャロルの部屋へようこそ⑭

日韓親善協会30周年

風早箪子さん自叙伝を発行

くらしと健康 神戸市医師会公開講座⑭/

4月より特定健診・特定保健指聾がスタート

でん太の教えてドクター㊥

60音 風さやか/生田さんで豆まき

62

64

66

76

78

84

<連載>おもしろ浮世絵講座・江戸人の遊び心⑮ 寄せ絵・騒配という献物 中右瑛

<連戦>海船港「神戸港開港140年記念 瀬戸内ランチクルーズ」上月i庄二郎

<連載> 漫画 情熱の洋菓子職人 比屋根毅物語③ 佐藤晴美

<連載>コーヒーカップの耳㊥ 文・出石アカル絵・菅原沸人題字・六車明峰

<連載>神戸異人館物語夜明けのハンター⑳ 文・三条杜夫 絵・谷口和布

耳よりK〇日E 都市景観まちづぐ)シンポジウム/
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二
律

涯
特
集
神
戸
に
住
む

「神戸は日本一住みやすいまち」と、いう人が多くいます。

なぜ住みやすいといわれるのでしょうが?山に抱かれ、海辺に同かう開放感。

開港後に外国の文化がいち早く入ってきたせいか、

自由な雰囲気があふれている…等々、さまざまな要因が挙げられるでしょう。

今回の特集では住みやすい街といわれる神戸の「デザイン都市・神戸」を目指した取り組みをはじめ、

神戸を愛し、住む人のお話をうかがいながら、

改めて「神戸に住むこと」の魅力をご紹介したいと思います。

塾轟謹堕藍

闇謹
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牛百玉「手車宮戸市長
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昨
年
「
 
2
月
に
『
コ
ア
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
」
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
方
針
』
が
策
定

さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
新
た
な
創
造
都
市
戦
略
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
ま
し

た
。
さ
て
、
デ
ザ
イ
ン
と
は
?

私
た
ち
市
民
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
良
い

の
で
し
ょ
う
か
。
矢
田
市
長
を
囲
み
、
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

生
活
を
楽
し
む
セ
ン
ス

が
神
戸
ら
し
さ

ー
デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
の
推
進
に
あ

た
っ
て
、
磨
き
を
か
け
る
べ
き
神
戸
ら

し
さ
と
は
何
だ
と
お
考
え
て
す
か
。

矢
田

山
と
海
が
近
い
独
特
の
環
境

と
温
暖
な
気
候
、
そ
れ
に
加
え
て
外
来

文
化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
き
た

自
由
な
気
風
・
風
土
が
、
神
戸
開
港
か

ら
大
正
年
間
に
か
け
て
花
が
開
き
、
セ

ン
ス
が
磨
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が

神
戸
ら
し
さ
に
つ
な
が
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
神
戸
は
震
災
で

多
く
を
失
い
ま
し
た
。
新
し
く
生
み
出

さ
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
全
て
を
変
え
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
そ
の
時
代
の
人
が
、
「
こ
の
街
に

住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
う
こ
と
が
、
神

戸
ら
し
さ
に
磨
き
を
か
け
る
基
礎
に
な

る
と
思
い
ま
す

杉
山

震
災
後
、
神
戸
ら
し
さ
に
つ
い

て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は

神
戸
で
生
ま
れ
育
ち
、
良
さ
は
生
活
文

化
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
あ
り
海
あ

り
、
気
候
が
良
く
、
街
の
サ
イ
ズ
も
程

よ
い
。
旧
居
留
地
で
仕
事
を
し
て
、
坂

を
上
っ
て
帰
れ
ば
北
野
で
生
活
で
き

る
。
こ
う
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
神
戸

な
ら
で
は
。
生
活
を
楽
し
く
し
て
き
た

の
が
神
戸
っ
子
。
で
も
最
近
は
ア
イ
デ
ア

や
セ
ン
ス
が
落
ち
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
こ
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
、
見

せ
か
け
だ
け
の
神
戸
ら
し
さ
に
な
っ
て
、

中
身
は
他
の
街
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

小
西

山
の
手
と
海
の
手
が
両
方
楽

し
め
る
距
離
感
。
旧
居
留
地
の
よ
う
な

街
も
あ
れ
ば
、
兵
庫
区
、
長
田
区
の
よ

う
な
職
人
さ
ん
の
街
も
あ
り
、
コ
ン
パ
ク

ト
に
す
べ
て
楽
し
め
る
。
こ
れ
か
ら
も
磨

く
べ
き
神
戸
ら
し
さ
で
し
ょ
う
ね
。

安
田

京
都
、
大
阪
と
競
い
合
い
な
が

ら
、
神
戸
ら
し
さ
は
育
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
豊
な
自
然
の

中
に
都
市
空
間
が
あ
り

人
々
が
暮
ら
す
。
こ
れ
は
神

戸
の
素
晴
ら
し
い
都
市
と

し
て
の
資
源
で
す
。
資
源

も
、
内
に
居
る
と
「
良
さ
」

が
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
し
ま

っ
た
ら
惜
し
い
。
外
か
ら
も

眺
め
、
磨
き
を
か
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

13
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〃
デ
ザ
イ
ン
〃
は

住
む
人
の
心
の
持
ち

方
、
暮
ら
し
方

-
デ
ザ
イ
ン
都
市
と
市
民
は
ど
う
関

わ
っ
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

矢
田

デ
ザ
イ
ン
都
市
に
は
心
の
デ
ザ

イ
ン
が
必
要
。
職
人
さ
ん
た
ち
は
、
誇

り
と
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
「
喜
ん
で

も
ら
い
た
い
」
と
、
も
の
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。
街
に
も
そ
ん
な
思
い
を
持
て

ば
愛
着
が
わ
き
、
そ
れ
が
街
の
進
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

杉
山

神
戸
は
風
が
流
れ
、
方
向
性

が
あ
り
、
私
に
は
心
地
良
い
街
で
す
。

阪
急
電
車
に
乗
り
、
晴
れ
た
日
は
山
側

に
座
り
「
海
が
光
っ
て
い
る
か
な
」
と
思

っ
た
り
、
秋
に
は
海
側
に
座
り
「
六
甲
山

が
だ
い
ぶ
色
づ
い
て
き
た
な
あ
」
と
眺
め

た
り
…
。
電
車
に
乗
る
ほ
ん
の
1
 
0
分
で

す
が
、
神
戸
だ
か
ら
持
て
る
時
間
で

す
。
で
も
そ
れ
は
、
住
ん
で
い
る
人
の
心

の
持
ち
方
次
第
。
電
車
で
携
帯
ば
か
り

見
て
い
た
ら
、
せ
っ
か
く
の
「
い
い
な
」
と

思
え
る
瞬
間
に
は
気
付
き
ま
せ
ん
ね
。

大
切
な
の
は
、
神
戸
で
ど
う
過
ご
す
か

で
す
。

小
西

神
戸
に
は

ケ
ー
キ
や
靴
な
ど
の

地
場
産
業
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
外
国
の

方
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
育
ま
れ
て
き
た

文
化
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
、

西
区
や
北
区
で
た
く

さ
ん
と
れ
る
野
菜
や

14神戸の地場産葉を支える神戸マイスター

果
物
に
も
今
、
注
目
し
て
い
ま
す
。
私

が
住
む
六
甲
に
、
朝
収
穫
し
た
地
元
野

菜
を
売
る
お
店
が
あ
り
、
土
付
き
の
新

鮮
な
野
菜
が
開
店
と
同
時
に
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
も
の
が
身
近
に
あ
る
の
に
、
神
戸

の
顔
に
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
で

す
。
旧
居
留
地
の
カ
ッ
コ
イ
イ
ビ
ル
に
カ

ッ
コ
良
く
デ
ザ
イ
ン
し
た
シ
ョ
ッ
プ
を
開

き
、
大
根
や
人
参
を
並
べ
る
。
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
っ
て
、
野
菜
の
お
料
理
や
ケ
ー
キ

も
食
べ
ら
れ
て
、
靴
も
売
っ
て
い
る
。
地

場
産
業
の
新
し
い
顔
に
し
て
、
デ
ザ
イ
ン

を
プ
ラ
ス
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

杉
山

子
ど
も
の
こ
ろ
、
北
区
か
ら
リ

ヤ
カ
ー
を
引
い
た
お
じ
さ
ん
が
野
菜
や

果
物
を
売
り
に
来
て
い
ま
し
た
。
イ
チ

ゴ
の
季
節
に
な
る
と
家
中
に
イ
チ
ゴ
の

い
い
匂
い
が
す
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の

感
覚
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

安
田

今
、
何
を
目
標
に
す
る
の
か
と

考
え
た
と
き
、
や
は
り
「
ク
オ
リ
テ
ィ
!

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
」
、
生
活
の
豊
か
さ
を
追

求
す
る
と
い
う
原
点
に
戻
り
ま
す
。
ご

く
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
「
神
戸
2

0
1
0
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
感
じ
た
こ
と

で
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー

ル
が
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
何
故
、
ア
ー
ト
で

は
な
く
敢
え
て
デ
ザ
イ
ン
か
と
い
う
と
、

創
造
力
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
に
編
集
力
を
プ
ラ
ス
す
る

必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ア
ー
ナ
ィ
ス
ト

は
自
己
表
現
し
ま
す
が
、
み
ん
な
で
価

値
を
共
有
で
き
る
も
の
を
作
る
努
力

を
す
る
エ
デ
ィ
タ
ー
と
し
て
の
力
を
併

せ
持
つ
の
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。
生
活
の
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豊
か
さ
に
は
遊
び
心
も
必
要
で
す
か

ら
、
そ
の
兼
ね
合
い
を
う
ま
く
デ
ザ
イ

ン
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

杉
山

C
.
A
.
P
.
の
活
動
は
、
私
た

ち
自
身
が
遊
び
心
を
持
っ
て
楽
し
ん
で

い
る
か
ら
、
来
る
人
た
ち
も
楽
し
い
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
住
む
人
が
暮
ら
し
を
楽

し
ん
で
い
れ
ば
、
観
光
に
来
た
い
街
に
な

り
ま
す
。
観
光
資
源
を
探
す
の
で
は
な

く
、
住
ん
で
い
る
人
が
楽
し
み
方
を
工

夫
す
れ
ば
、
必
ず
何
か
が
伝
わ
り
ま

気
づ
さ
の
場
を
与
え

こ
だ
わ
り
を
持
つ
人

を
育
て
る

ー
今
後
、
デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
で
一
番

大
切
に
し
た
い
と
思
う
こ
と
を
お
話

し
く
だ
さ
い
。

り
ま
す
。
街
は
そ
れ
に
照
準
を
合
わ

せ
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
マ
ッ
チ
し
つ

つ
、
今
あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
も
失
わ

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
が
デ
ザ
イ

ン
。
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
含
む
複
合
的

な
も
の
で
す
。

杉
山

コ
ン
ビ
ニ
で
は
2
4
時
間
、
食
べ
物

が
あ
り
、
お
腹
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。
1
0
0
円
で
買
え
ば
器
も
揃
い
ま

す
。
で
も
、
そ
う
で
は
な
く
、
い
い
デ
ザ
イ

ン
の
器
で
も
う
少
し
い
い
も
の
を
食
べ

た
い
と
思
え
る
人
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

い
い
も
の
を
選
ぼ
う
と
す
る
人
を
育
て

る
こ
と
で
す
。
腰
を
据
え
て
か
か
る
必

要
の
あ
る
取
り
組
み
で
す
。

矢
田

神
戸
は
今
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
9
8
年
か
ら
医
療
産
業

都
市
構
想
も
す
す
め
て
い
ま
す
。
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
建
設
が
決
ま
り
ま
し
た
。

様
々
な
企
業
を
は
じ
め
、
科
学
者
、
技

術
者
が
神
戸
に
や
っ
て
来
る
こ
と
に
な

神戸港開港から自由な気風、風土を取り入れてきた神戸

小
西

子
ど
も
の
頃
か
ら
気
付
き
の

場
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
「
職
人
さ
ん

の
ク
手
ク
で
伝
え
る
文
化
も
あ
る
」
「
た

く
さ
ん
お
給
料
を
貰
う
だ
け
が
生
き

る
こ
と
で
は
な
い
」
な
ど
と
い
う
事
に
気

付
く
場
で
す
。
そ
れ
が
、
い
い
も
の
を
見

分
け
る
力
を
育
て
、
神
戸
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

矢
田

ま
ず
、
大
人
か
ら
変
え
て
い
か

な
く
て
は
…
。
食
の
問
題
も
そ
う
で

す
。
自
分
の
目
で
し
っ
か
り
見
て
選
ぶ

素
材
で
料
理
を
し
て
食
べ
て
満
足
感
を

得
る
。
そ
う
い
う
、
生
活
に
戻
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

安
田

都
市
力
は
か
つ
て
、
経
済
的
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
し
か
計
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
知
的
価
値
創
造
が
問

わ
れ
る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
デ
ザ
イ

ン
都
市
に
は
、
新
し
い
も
の
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
、
今
あ
る
も
の
の
価
値
を
更
に

高
め
て
い
く
と
い
う
2
つ
の
方
向
が
あ

り
ま
す
。
前
者
は
神
戸
が
得
意
な
分

野
、
後
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
こ
れ
か
ら
高
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
人
材
の
交
流
と
仕
掛
け
が
大

切
。
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
」
推
進
会

議
も
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
後

ど
う
広
げ
て
い
く
か
で
す
。
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画
一
的
で
な
く

奥
行
き
の
あ
る

層
の
厚
い
街
に

I
デ
ザ
イ
ン
都
市
が
最
終
的
に
目
指

す
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

矢
田

ど
の
場
所
も
一
様
に
同
じ
と
い

う
都
市
は
あ
り
ま
せ
ん
。
画
一
的
に
美

し
い
街
も
そ
れ
な
り
に
良
い
の
で
す
が
、

面
白
み
に
欠
け
ま
す
。

安
田

街
に
は
奥
行
き
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

矢
田

9
区
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
個
性

を
皆
さ
ん
が
意
識
し
て
、
伸
ば
し
て
い

く
の
が
、
神
戸
の
デ
ザ
イ
ン
で
し
ょ
う

ね
。

杉
山

デ
ザ
イ
ン
は
表
面
的
な
も
の
と

据
え
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
一
人
ひ
と
り

に
デ
ザ
イ
ン
が
あ

っ
て
、
古
い
も
の
も

あ
れ
ば
新
し
い
も

の
も
あ
っ
て
、
非

常
に
幅
に
広
い
も

の
で
す
。
同
じ
も

の
を
押
し
付
け
る

の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
が
居
場

所
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
街
が
デ
ザ

イ
ン
都
市
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

小
西

私
は
旧

居
留
地
の
デ
ザ
イ

ン
で
、
1
0
0
年

も
昔
か
ら
使
っ
て

い
る
番
地
を
ク
主
役
ク
に
し
て
あ
げ
ら

れ
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
数
字

が
長
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
古
い
街
で

あ
り
な
が
ら
、
一
番
新
し
い
街
。
フ
ラ
ン
ス

料
理
を
食
べ
ら
れ
る
け
ど
、
焼
き
鳥
も

食
べ
ら
れ
る
街
(
笑
)
。
神
戸
を
、
そ
ん

な
層
の
厚
い
街
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
神
戸
」
推
進
会

議
の
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

矢
田

取
り
組
み
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
の
整
備
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意

見
を
集
め
、
今
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

描
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
じ
っ

く
り
時
間
を
か
け
、
長
期
計
画
で
進
め

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

16デザインカで、今あるものの価値を高める
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●シンポジウム会場

神戸市立博物館(l階大ホール)
〒650-0034神戸市中央匪京町24

※「4日は大鑑無料、「7日は休館日

●交流会会場

E.H BANK

〒650-0024神戸申‡1央際涯I盲を通9番地

神戸チャータードビルIF

轟』」組」〇一一一一一一一一一一一回ー一触検

脚芋軋言霊蒜華●関宮ピル

三裳住友銀行、 i●型紺

_朋田地 ∴ダ
ー

鴫塁へ高説」」雪,
「「柚′網棚脚咋/
I!.H“寄ÅNK

萱シンポジウム主催

神戸市・財団法人神戸郵相問題研究所

獲交流会主催

神戸商工会議所

鵜共催

神戸市立博物館・ 「デザイン郡市"神戸」推進会議

書申込方法

住所・氏名・職欒・徳話番号・参加希望日(14日・

17日・両日) ・交流会の参加希望の有無をご証

人のうえ、ハガキ、FAX、E-mailにてお申し込

み下さい。詳細はホームページ、又はチラシをご
賭下さい。

http ://wwW,Ciしy,kobe.jp/cityoffice/06/O 1 5

/design/SymPOSiumO803 1 4.html

喜申込締切 平成20年3月7日(金〉必着

※お申し込みをいただいた方に、参加証をお送りします。尚、

参加希望多数の場合は抽選となります。※お申し込み時にい

ただいた住所、氏名等の個人楢報は、本シンポジウム・交流

会のご案内のみに使用し、他の用途には使用いたしません。

音申込・問い合わせ

財団法人 神戸都市圏題研究所

〒651-0083神戸市中央区浜辺通5丁日l番14号

神戸商工貿易センタービル18階

TEL : 078-252-0984 FAX : 078-252-0877

E-mail : tmk9@abox3.so-net.ne.jp

3/17(月)

シンポジウム

14:30へ17:00

※参加費無料

基調言齢寅者

安田丑作
神戸大学大学院

工学研究科 教授

「
も
の
づ
く
り
」

「
く
ら
し
」

3/14(金)

シンポジウム

14:30へ17:20

※参加費無料

基調講演者

喜多俊之
プロダクトデザイナー

交流会

18:00へ

※会費4,000I萱十定員100名

新
た
な
魅
力
と
活
力
の
創
造

デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
N
○
e
∞
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